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儰
儰
儰
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儰

し
、
か
ん
水
の
実
施
に
よ
り

シ
ロ
タ
の
発
生
が
減
少
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

全
国
的
な
サ
ツ
マ
イ
モ
ブ

ー
ム
を
背
景
に
、
丹
後
地
域

で
は
「
干
し
芋
加
工
施
設
」

が
新
設
さ
れ
、
地
元
産
サ
ツ

マ
イ
モ
の
活
用
が
進
ん
で
い

る
。
高
品
質
で
お
い
し
い
京

都
ブ
ラ
ン
ド
サ
ツ
マ
イ
モ
の

産
地
化
に
向
け
て
、
引
き
続

き
、
丹
後
地
域
の

関
係
者
と
協
力
し

て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

比
較
し
、
有
望

な
３
系
統
・
品

種
ま
で
絞
り
込

ん
だ
。

栽
培
技
術
の

開
発
で
は
、
で

ん
粉
の
蓄
積
不
良
に
起
因
す

る
生
理
障
害
シ
ロ
タ
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
、
８
～
９
月
の

か
ん
水
に
注
目
。
乾
燥
状
態

で
は
光
合
成
速
度
が
低
下

丹
後
農
業
研
究
所
で
は
、

国
営
開
発
農
地
に
適
し
た
京

都
オ
リ
ジ
ナ
ル
干
し
芋
品
種

の
選
定
と
生
理
障
害
の
発
生

を
抑
え
る
栽
培
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

干
し
芋
品
種
と
し
て
人
気

の
高
い
「
べ
に
は
る
か
」
に

替
わ
る
京
都
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
選
定
で
は
、
収
量
性
と

お
い
し
さ
を
重
視
。
お
い
し

さ
に
つ
い
て
は
、
食
品
加
工

企
業
や
生
産
者
部
会
、
Ｊ
Ａ

な
ど
関
係
機
関
と
と
も
に
食

味
官
能
試
験
を
実
施
し
、
産

地
全
体
で
選
定
を
め
ざ
す
。

こ
れ
ま
で
10
系
統
・
品
種
を

じ
て
、
農
家
が

持
続
的
に
農
業

経
営
が
で
き
、
明
る
い
未
来

を
持
て
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
農
家
の

声
や
地
域
の
声
を
し
っ
か
り

聞
き
、
農
地
利
用
の
最
適
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
農
地
利
用
の
姿
を
定
め

た
「
地
域
計
画
」
を
、
幅
広

い
関
係
者
と
連
携
し
、
さ
ら

に
進
め
て
い
き
た
い
。

京
の
食
文
化
や
市
民
の
食

生
活
を
支
え
る
京
都
市
の
農

業
が
次
の
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
よ
う
、
農
地
行
政
を
通

役
は
、
北
山
重
敏
（
京
丹
波

町
担
当
）
、
永
武
幸
子
（
綾

部
市
担
当
）
、
小
宅
要
（
６

月
～
、
京
都
市
・
向
日
市
・

長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
・
八

幡
市
・
精
華
町
担
当
）
の
３

人
で
、
前
任
者
と
同
様
に
巡

回
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

こ
の
う
ち
各
市
町
村
担
当

の
推
進
役
（
15
人
）
は
、
農

業
委
員
会
の
委
員
と
農
業
関

係
者
が
集
う
農
地
農
業
相
談

の
運
営
を
支
援
し
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
、
地
域
計
画

に
基
づ
く
農
地
貸
借
の
推
進

や
農
地
利
用
の
最
適
化
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

本
年
度
に
就
任
し
た
推
進

京
都
府
農
業
会
議
の
現
地

推
進
役
19
人
が
、
本
年
度
も

農
業
委
員
会
の
農
地
利
用
最

適
化
推
進
会
議
や
地
区
連
絡

会
議
に
参
画
し
、
農
業
委
員

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
と
も
に
、
「
地
域
計

画
」
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

と
実
現
に
向
け
た
現
地
活
動

を
支
援
す
る
。

成
商
品
写
真
撮
影
模
擬
商

談
な
ど
の
事
前
研
修
会
も
開

催
さ
れ
る
。
詳
細
は
『
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
京
都
』

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

https://www.agr-k.or.

jp/nbc-kyoto/contents/

1477/

10
月
28
日(

火
）
に
京
都

市
〝
み
や
こ
め
っ
せ
〟
で
開

催
さ
れ
る
「
き
ょ
う
と
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
・
展
示
会

２
０
２
５
」
の
売
り
手
を
募

集
中
。
府
内
の
農
林
漁
業
者

と
全
国
の
販
売
業
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
通
じ
て
、
販
路
開

拓
を
支
援
す
る
。

出
展
方
法
は
事
前
登
録
制

の
ア
ポ
イ
ン
ト
型
商
談
と
フ

リ
ー
商
談
を
選
択
で
き
る
。

多
く
の
事
業
者
に
商
品
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
販

路
開
拓
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

締
め
切
り
は
６
月
13
日

(

金)

。
商
談
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
作

が
必
要
な
の
で
、
年
間
の
農

業
体
験
と
し
て
多
く
の
都
市

住
民
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
と
助
か
り
ま
す
。

女
性
部
の
「
加
工
部
」
で

は
、
毎
年
、
夏
は
黒
豆
を
使

っ
た
も
ろ
み
、
冬
は
黒
豆
み

そ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
道
の

駅
「
京
丹
波

味
夢
の
里
」

に
出
品
し
、
人
気
商
品
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
元
か
ら

農
業
体
験
の
楽
し
さ
を
発
信

し
、
町
内
外
の
皆
さ
ま
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の
営

農
組
織
「
京
丹
波
ほ
た
る
の

里
」
の
活
動
に
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
訪

問
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。（

京
丹
波
町
農
業
委
員
会

・
安
井
敦
子
委
員
）

い
る
黒
枝
豆
の
収
穫
体
験
は

好
評
で
、
会
員
登
録
数
が
１

千
人
を
超
え
ま
し
た
。

昔
か
ら
黒
豆
は
「
苦
労

豆
」
と
呼
ば
れ
、
大
変
手
間

が
か
か
り
ま
す
。
６
月
中
下

旬
に
行
う
土
寄
せ
は
、
人
手

京
丹
波
町
塩
田
谷
・
安
井

地
区
で
、
毎
年
、
都
市
住
民

を
交
え
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
黒
大
豆
の
土
寄
せ
作

業
や
黒
枝
豆
の
収
穫
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
か
ら
行
っ
て

オ
ー
プ
ン
し
た
。
彩
り
豊
か
な
ブ

ド
ウ
で
い
ろ
ん
な
イ
ロ
ド
リ
と
笑

顔
を
広
げ
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
た
店
に
は
、
２
人
の
子
ど
も
が

描
い
た
ブ
ド
ウ
の
絵
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
が
飾
ら
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
も

お
客
さ
ん
を
迎
え
る
準
備
が
進
ん

で
い
る
。

（
木
津
川
市
農
業
委
員
会
）

木
津
川
市
山
城
町
の
ハ
ウ
ス

（
40
㌃
）
で
ピ
オ
ー
ネ
、
巨
峰
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
11
品

種
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
す
る
道
野
大

輝
さ
ん
（
35
）
と
陽
子
さ
ん
夫

妻
。
６
年
前
か
ら
木
津
川
市
内
の

高
齢
農
家
の
ブ
ド
ウ
畑
に
通
っ
て

栽
培
技
術
を
教
わ
り
、
２
年
前
に

畑
の
一
部
を
経
営
継
承
す
る
形
で

独
立
し
た
。

雨
、
風
、
湿

度
な
ど
天
候
を

読
み
な
が
ら
ハ

ウ
ス
の
ビ
ニ
ー

ル
掛
け
を
行

い
、
種
な
し
に

す
る
ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
１
日

単
位
で
調
整
す

る
な
ど
、
ブ
ド

ウ
作
り
の
苦
労

を
笑
顔
で
語
る

大
輝
さ
ん
。

昨
年
、
国
道

24
号
沿
い
に
直

売
所
「
イ
ロ
ド

リ
ブ
ド
ウ
」
を

木津川市 道野大輝さん陽子さん

黒
枝
豆
の
収
穫
体
験
と
黒
豆
の
加
工
品
が
好
評

笑
顔
を
つ
な
げ
る
直
売
所

｢

イ
ロ
ド
リ
ブ
ド
ウ｣

開
設


京
丹
波
ほ
た
る
の
里
メ
ン
バ
ー
（
左
か
ら
２
人
目
＝
着
席
の
女
性

＝
が
安
井
委
員
）
、

黒
枝
豆
の
収
穫
体
験

新会長の抱負新会長の抱負

京都市農業委員会

大橋 宗治会長(76)

生産者と関係機関による食味

比較と意見交換（昨年４月）

農
業
会
議
の
現
地
推
進
役
が

｢
地
域
計
画｣

の
実
現
を
応
援

北山推進役

永武推進役

小宅推進役

丹
後
農
業
研
究
所

昨年も多くの商談が行われた

明
る
い
未
来
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
を

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会･

展
示
会

10
月
開
催
売
り
手
募
集
中

で、遠方か

ら多くの観

光客が訪れ

てにぎわっ

ており、住

民が協力し

て、農業の

活性化と農

村コミュニティーの強化に取り組んでいる

ことが高く評価された。

（宇治田原町農業委員会）

昨年度の「豊かなむらづくり全国表彰事

業」で、宇治田原町湯屋谷地区の「1738

（いちななさんはち）やんたん里づくり

会」が農林水産大臣賞を受賞した。

同会は、町の観光拠点施設「宗円交遊庵

やんたん」を活動拠点とし、オリジナル茶

の製作・販売、郷土料理「茶汁」の提供、

茶摘み体験をしながら茶畑で食事を楽しめ

る「茶畑カフェ」の開催など、観光案内と

あわせて、お茶の魅力を発信している。

地域住民の自主的なおもてなしが好評

近畿ブロック表彰式（昨年12月12日）。左か

ら西山地域おこし協力隊隊員、浅田副会長、

西田会長、木谷副会長、高田役員、広田地域

おこし協力隊隊員

町内外から50人が参加した

茶畑カフェ(昨年５月12日)
宇治田原町 ｢1738やんたん里づくり会｣

農林水産大臣賞を受賞
豊かなむらづくり全国表彰事業

京
都
オ
リ
ジ
ナ
ル
干
し
芋
の

品
種
選
定
と
栽
培
技
術
開
発
に
挑
む

ブドウ畑を紹介する道野大輝さん（右）と陽子さん夫妻

京都 ８年(令和7年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


